· 入浴・清拭等に関するケアマニュアル（例）
	意義・目的・原則
	時間・場所・環境
	利用者のADL及び援助の形態

	●身体的

・清潔保持

・身体状態の確認（褥瘡・感染予防）

・異常の早期発見

・リハビリ（拘縮予防）

●心理的

　・精神安定

　・良眠促進

　・精神安定

　・コミュニケーション

●社会・文化的

　・家庭的雰囲気（入浴時間・入浴剤）

　・社会参加促進の機会

●介護面

　・個別対応

　・同性介護

　・コミュニケーション
	●入浴回数

· 最低週２回
（いつでも利用できるような体制を整える）
●入浴日・時間

· 排泄パターン・医療行為等を把握した上で、清潔保持可能な間隔

（例／排便：月・木、処置・入浴：火・金）
· 午前中は避け、午後に実施する

●入浴環境
『浴室・脱衣室』

· 浴室・脱衣室の室温…24℃±2℃

· 湯温…40℃±2℃
『居室・静養室等』

· 清拭時の室温…23℃～24℃

（室温より2℃程度高くする）

●入浴設備（利用者負担軽減・安全確保）

· 一般浴、チェアインバス、特殊浴の設置

· 安全なスペース・明るさの確保

· 手すり等の設置
	· 入浴実施の可否（心身状態）　　バイタルサイン・表情等の確認…基本的には体温・血圧・脈拍の測定（個人差があるため日常的な観察を要する）

· 利用者のADLに応じた入浴形態　　　　　　　　　【基本的に、利用者1名に対し1名の介護職員で対応する。特殊浴の場合は2人の介護職員で対応する。】
通常の歩行
↓

浴室内移動　　　　　　


通常の移乗
通常の立ち上がり

通常の立位保持
↓

浴槽内外移乗

通常の座位保持
↓

浴槽
· 清拭について

· 全身清拭・部分清拭…熱発・皮膚汚染時に行う。
· 手指浴・足浴・洗髪…部分的な清潔保持、血行・入眠促進のために行う。
· 陰部洗浄…陰部の清潔保持・消臭・感染予防のために行う。


	
	使用用具／準備
	援　助　方　法　・　手　順
	注　意　事　項

	入浴（一般浴、機械浴、シャワー浴）
	血圧計

体温計
	意思確認（声かけ）

心身状態確認

バイタルチェック

準備


	· 浴室へ移動する前に、入浴すること・体調を診ることを伝え、了解を取り、バイタルチェックを行う。

· バイタル、表情等に異変を感じたら、看護職員・医師に報告し、指示を仰ぐ。（状態によってはシャワー浴・清拭・中止とする）

· 浴室・脱衣室の準備、衣類・オムツ類の準備をする。


	· 本人の疾患状況・日常の心身状態を把握しておく。

· 食前・食後1時間は入浴を避ける。

· 長時間臥位からの急な入浴は避ける。

· 降圧剤服用者は、服用直後を避け、最低１時間後を目安にする。

· 事前に排泄を済ませておく。

· 拒否される方に無理強いはしない。しかし、頻回に拒否のある方に対しては入浴してみようかと思っていただけるようなコミュニケーションの工夫に努める。

	
	使用用具／準備
	援　助　方　法　・　手　順
	注　意　事　項

	入浴（一般浴、機械浴、シャワー浴）
	車椅子

ストレッチャー等
	①脱衣場移動
	· 入浴することを伝え、衣類を持参し脱衣室に誘導する。


	· 衣類は本人の趣味等を考慮した上で、入浴後の体温保温に必要な程の衣類等を追加援助する。

· 入浴担当者が直接誘導する。

	
	シャワーチェアー
浴室用ｽﾄﾚｯﾁｬｰ
洗濯籠
	②脱衣
	· 可能な部分については自分での脱衣を促す。
· 上半身の衣類の脱衣を行う。プライバシー保護・保温のためバスタオルを羽織っていただく。

· 片麻痺の人は、健側から頭⇒患側の順に脱衣する。

· バルンカテーテル装着の方はバルンパックをはずし栓をする。

· 車椅子利用で立位可能な方は手すりを持って立っていただき、ズボン・下着を脱ぎ、車椅子をシャワーチェアーと差し替える。

· 車椅子利用で立位不可の方は2人介助でシャワーチェアーに移乗する。その時にズボン・下着を脱ぐ。

· ストレッチャー等を利用の方…脱衣をした後、2人介助で浴室用ストレッチャー等（浴室用リクライニング車椅子を含む）に移乗。
· 体に痛みのある方、体が傾いている方、やせた方などはバスタオルを敷いて保護し、枕を使用し、体勢を整える。

	· 脱衣自立者に対し、見守りをし、必要に応じて声かけ・指示等をする。

· 皮膚疾患・拘縮状態を確認する。→記録する。

· 急変・医療行為・状態報告に対応できるよう看護職員と常に連携を取っておく。

· 汚染防止のため、オムツ使用の方のオムツは浴室移動後に外す。排便（＋）時はさりげなく処理する。

· シャワーチェアー使用の場合は移乗前に予め湯で温めておく。

· ADL・麻痺の状態に応じ、手すり等の使用しやすい場所で行う。

· プライバシー保護のため、複数の利用者が近くにいる場合、カーテン・スクリーン等で隠す。

	
	シャワーチェアー

浴室用ｽﾄﾚｯﾁｬｰ
タオル
	③⑧脱衣場と洗い場の移動
	· 通常の移動方法に準ずる。

· 陰部を隠すタオルを渡す、又は掛ける。

· 移動時は常に見守り、利用者の状態に応じた誘導・移動介助を行う。
	· 歩行可能な利用者でも手を取って誘導するか、手すりを使用してもらうかし、常に見守り、転倒に注意する。

· 手すりの下には歩行の妨げになる物を置かない。浴室用移動機器のブレーキの確認を確実に行う。

	
	タオル2枚（個人用）

シャンプー

リンス

シャンプーハット

石鹸

ボディソープ

洗面器

剃刀
	④洗髪・洗身・洗顔（髭剃り）
	· 洗身

· シャワーのお湯を出し、最初に介護職員の手にお湯をかけ適温であるか確かめる。適温であれば、介護職員の片手をお湯と利用者の間に置き、足元にお湯をかけ、適温かどうかを利用者に尋ね、利用者の好みに調節する。（直接利用者の肌にお湯をかけない）
· 足先から順に湯を全身にかける。（心臓から遠い部分からかける。）

· 手の届く範囲で可能な部分を自分で洗ってもらう。背中・足指間・健側上半身等手の届かないところや困難な部分を必要に応じて介助する。

前面…首→耳→胸→腹→上肢　⇒　下半身…足首→膝→大腿部→足（指、甲、足裏）　⇒　背面…背→腰部→臀部⇒　

陰部（女性：前から後ろへ、男性：陰のうの裏等重点に）　立位可能者については立っていただく。

· 全身に湯をかけ石鹸を流す。
	· 必ず事前の声かけをし、了解を取りながら行っていく。
（例）　「今からお湯をかけますよ」

「お湯の熱さはどうですか」

「こちらで洗ってもいいですか」

「髪を洗いましょうか」

「シャンプーをつけますよ」

「痒いところはないですか」
· 残存機能を活用し、できないことのみ援助する。

· 陰部を隠すタオルを掛ける。

· 本人に合った洗剤（石鹸・ボディソープ等）を使用する。

· 洗顔時の石鹸の使用は利用者の要望を聞く。

· 体にかゆみがある方は、皮膚に優しい石鹸でそっと洗う。

· 足の血行不順の方は、足浴をしながら洗うと良い。

	
	
	
	· 洗髪

· 利用者の方に耳を押さえていただく。自分で耳をふさいだり、うまく目を閉じたりできない場合はシャンプーハットを着用していただく。

· 湯を直接かけず、介護職員の手にかけながら予洗する。

· シャンプーは髪に直接つけず、介護職員の手のひらに取り、強くこすらず指腹で地肌をマッサージしながら洗う。

· 洗剤が残らないようしっかりすすぎをする。

· しっかりタオルで水気を拭き取る。
	· 

	
	
	
	· 洗顔

· 自分でできそうな利用者に対しては洗面器を使用して自分で洗ってもらう。

· 介助の場合…お湯で濡らしたタオルをよく絞り、顔面を拭く。　（目頭→目尻→額→鼻→口→頬）

· 髭のある利用者については髭剃りをする。

	

	
	使用用具／準備
	援　助　方　法　・　手　順
	注　意　事　項

	入浴（一般浴、機械浴、シャワー浴）
	滑り止めマット

簡易手すり

バスボード

浴室用ｽﾄﾚｯﾁｬｰ

シャワーチェアー

シャワー用車椅子
	⑤⑦浴槽内外移乗
	· 自立・見守りを要する場合…手すり等を使うように指示する。滑りやすいことを声かけし注意を促す。
· 一般浴槽の介助の場合…簡易手すり、バスボードを麻痺等の状態に合わせ、健側の機能を活用できるようセットする。
· 機械浴（特殊浴）の場合…移乗・移動時の安全確保のため、設備・器具の安全確認・ベルト使用をする。介護職員は2名で、転落防止と安心感を与えるため入浴者の両側に立ち介助する。

	· 利用者の移乗時は絶対に側を離れない。



	
	入浴剤

滑り止めマット

簡易手すり
	⑥入浴
	· 湯船に入ったら手すりをきちんと持ってもらい、姿勢を直す。

· 心臓に負担がかからないようゆっくりと入り、湯温・気分・状態を声かけ等で確認しながら行う。

· 浴槽につかるのは３～４分とする。利用者が希望されれば多少時間が長くなっても構わないが、必ず様子観察する。

· 麻痺・拘縮のある方はその部分を湯の中でゆっくりと動かす。

· 湯船からあがった後は上がり湯をかける。
	· 利用者が湯につかっている時は絶対に側を離れず見守りをする。

· 湯加減・気分・体調を聞くなどの日常会話とともにコミュニケーションを図る。

· 精神面・皮膚の状態を考慮し、必要に応じて入浴剤をしようする。



	
	バスタオル

軟膏

ローション

（保湿・肌荒れ用）

タオル
	⑨体拭き
	· 上がり湯をかけた後、バスタオルで全身を拭く。浴室用ストレッチャーの場合も2人介助にて、前面・側面・背面と体拭きをする。

· 皮膚の状態を観察し、軟膏の必要な方は塗布する。
	· 陰部、腋、足指間、拘縮部位など爛れ易い部位は特に注意する。

· 髭剃りあとや皮膚の乾燥に対し、利用者に確認し保湿ローションを塗る。

· 陰部を隠すタオルを掛ける。

	
	足拭きマット

タオル
	⑩着衣
	· 予めオムツ類・衣類をセットし、準備しておく。（脱衣前か、別の介護職員が行う。）

· 可能な部分については自分での着衣を促す。

· 通常は下着・オムツ類→上衣→下衣の順に着用する。（片麻痺の人は患側から着用する。）

· 車椅子利用で立位可能な方は手すりを持って立っていただき、ズボン・下着をはき、シャワーチェアーを車椅子と差し替える。

· 車椅子利用で立位不可の方…シャワーチェアー　⇒　バスタオルを敷いた長椅子（プラットホーム）に移乗し、ズボン・下着着用⇒車椅子に移乗し、上半身の着衣を行う。

· ストレッチャー等の方…ストレッチャー等に予めシャツなど前開きの衣類、オムツを敷き、その上にバスタオルを広げておく。⇒体拭き後、浴室用ストレッチャー等から　2人介助にてストレッチャー等に移乗。⇒背面の水気をしっかり拭きバスタオルをはずす。⇒着衣介助


	· 着衣自立者に対し、見守りをし、必要に応じて声かけ・指示等をする。

· 陰部を隠すタオルを掛ける。

	
	ドライヤー

綿棒（耳用）

爪切り

飲み物
	⑪整容、水分補給

	· 整髪、爪切り、耳掃除の実施。（頭髪はよく乾いたバスタオルで拭いた後、ドライヤーで乾かし整髪する。）

· 脱衣場より出て、好みの物で水分補給をする。
	· 陰部・腋、足指間、拘縮部位なども必要に応じドライヤーで乾かす。

· 気分不良・疲労感がある場合は、看護師に報告し、休息を取る等の対応をする。

	
	
	後片付け
	
	· 

	
	使用用具／準備
	援　助　方　法　・　手　順
	注　意　事　項

	清拭（全身・部分）
	血圧計

体温計

	意思確認（声かけ）

心身状態確認

バイタルチェック

準備
	清拭を行うことを伝え了解をとり、バイタルチェックを行う。

・バイタル・表情等に異変を感じたら、看護職員・医師に報告し、指示を仰ぐ。

・居室の準備、衣類・オムツ類の準備をする。
	· 本人の疾患状況・日常の心身状態を把握しておく。

· 長時間臥位からの急な清拭は避ける。

· 降圧剤服用者は、服用直後を避け、最低１時間後を目安にする。

· 事前に排泄を済ませておく。

	
	
	①移動・移乗・脱衣
	· 通常の移動・移乗・脱衣方法に準ずる。


	· 不必要な露出は避け、陰部等をタオルで隠す。



	
	清拭タオル（２枚）

洗面器

清拭剤

軟膏

ローション

（保湿・肌荒れ用）
	②清拭
	・全身清拭…顔（目の周りから）、上肢（末端から）、下肢（末端から）、陰部・臀部の順に手早く・擦り過ぎず拭く。

　　　　　　　　片麻痺・寝たきりの方はベッド柵を持ってもらって側臥位になってもらったり、膝を立てたりと可能なことはしてもらう。

・部分清拭…清拭個所に合わせ、適したタオル・枚数で拭く。

・皮膚の状態を観察し、軟膏の必要な方は塗布する。
	· 皮膚状態等の観察を行う。



	
	
	③着衣・移乗・移動
	・通常の移動・移乗・脱衣方法に準ずる。
	

	部分浴（手指浴・足浴・洗髪）
	バスタオル（数枚）

洗面器・バケツ

石鹸
【洗髪（上記以外）】

シャンプー

リンス

ドライヤー

ブラシ
	①準備
	・部分浴を行うことを伝え了解をとる。
【手指浴・足浴】

・床や寝具・衣類が濡れないようにビニールシート等を敷く。

【洗髪】

・ベッドの場合は、頭が横に出て、お湯が落ちるような体勢をとる。


	· 不必要な露出は避け、陰部等をタオルで隠す。



	
	
	②部分浴
	【手指浴・足浴】

・指の間までしっかりと洗う。

【洗髪】

・湯を直接かけず、介護者の手にかけながら予洗する。

・シャンプーは髪に直接つけず、介護者の手のひらに取り、強く爪で擦らず、指腹で地肌をマッサージしながら洗う。

・洗剤が残らないようしっかりすすぎをする。
	・汚れがひどい時には、２度洗いする。

	
	
	③拭き取り・整髪
	・しっかりタオルで水気を拭き取る。

【洗髪】

・ドライヤーで乾かし、ブラシで整髪する。
	・指の間などは丁寧に拭き取る。

・床や寝具・衣類が濡れていないか確認する。

	陰部洗浄
	タオル（数枚）

シャワーボトル

ゴム手袋

ビニールシート

軟膏
	準備
	・陰部洗浄を行うことを伝え了解をとる。
・衣類・オムツ類の準備をする。

・ベッドで行う場合、寝具・衣類が濡れないようにビニールシート・交換前のオムツ等を敷く。
	・不必要な露出は避け、陰部等をタオルで隠す。

・事前に排泄を済ませておく。

	
	
	脱衣
	・通常の脱衣・排泄方法に準ずる。
	

	
	
	洗浄
	・便や汚れ物を予め拭き取っておく。

・洗剤等をタオルに付け洗い、洗剤等が残らないようにしっかりと洗い流す。
	

	
	
	拭き取り
	・拭きにくい個所が多いため、乾いたタオルで丁寧に水気を拭き取る。
	

	
	
	着衣
	・通常の着衣・排泄方法に準ずる。
	


可　　　　　　　　つかまれば可　　　　　　　　　不可





可　　　　　　　支えがあれば可　　　　　　　　不可





可　　　　　　　つかまれば可　　　　　　　　不可





自立　　　　　見守り　　　　　一部介助　　　　　不可





可　　　　　　　つかまれば可　　　　　　　　不可（車椅子）





見守り、手すり使用、介助歩行　　　　　　　　シャワーチェアー使用　　　　　　　　





立ったまま手すりをつかんで移乗　　　　　　　一旦腰掛けてから手すりをつかんで移乗　　　　　　　　リフト、椅子昇降式等機械・器具による移乗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（浴槽の渕、移乗台、バスボード等を使用）　　　　　　　　　又は、移乗なし（チェアインバス等）

















一般浴槽、個人浴槽





チェアインバス、ストレッチャー等を用いる浴槽





椅子昇降式等の座位保持補助機能の設備を有する浴槽





浴室用ストレッチャー等（リクライニング式チェアを含む）を使用








